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＜連絡事項＞
・自己洗濯している患者様全員集合し、洗濯物の干し方について話し合いを行っています。洗濯時は必ず乾燥機を使用する事、生乾きの対策時はベッドフレームなどを活用し、絶対にカーテンレールには干さない様、患者様と相談して決定しています。
＜患者様連絡事項＞
・中川原　義雄様～市民病院から連絡在り、手術時は精神科病棟への入院となる為、精神科への内容の紹介状も必要との事。SWから菅野Dr.に依頼しておきますとの連絡がありました。
・三浦　綾子様～明日退院、青山荘入所時は、青山荘のスタッフの迎えは出来ない為、病棟スタッフの付き添いで入所となるとの事、SWから連絡頂いています。
・出河　攻様～鹿内眼科処方のピレノキシン点眼液を今回処方分も鑑別し、1本ずつ渡し自己管理としています。残りは臨時薬の籠にお預かりしています。
・佐野　貢様～食事内容が常食（大盛）である為、ご自身で配膳する様促し対応ていきましょう。
＜要注目患者様＞
・中川原義雄様～市民病院を受診した際の診察や検査の状況を多弁に話しているが、易怒性なく過ごされています。本日から歯科受診開始となっています。次回12/9(金)再診予定です。
・小笠原文人様～拍手や手踊り風の動き、立ち上がってカラスの鳴き声をまねする等の奇異行為あり。離島で暮らすために軍隊に入隊する発言や特定の女性介護スタッフと結婚する等の妄想言動もきかれています。他者との口論、大声での叫びあり、詰所前の椅子に座り過ごされています。時々介入を要する状況です。
・阿部　文香様～入浴時間が長くおやつの時間を過ぎてからおやつを取りにいらしているので、時間を守る為、入浴時間を短時間にするよう声かけをしています。今後も状況見て声掛けをお願い致します。
＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・民部田　和哉様～排尿時の残尿感や夜間の尿失禁様のトラブルを相談している。前回処方でコントミン減薬して経過観察しているため、もう少し様子を見るよう説明を受けている。
・左京　孝成様～退院はいつかの発言あり、Dr.からは近々退院なるでしょう外来受診は土曜日にしましょうと説明しています。
・三浦　みよ子様～診察時、主治医には夜間も嗜好品隠れて摂取している事を報告しています。ＨｂＡ1Cが10.1と高値である事を説明し間食を控えめにする事、内服薬も追加で処方する事を説明しています。
ベイスン(0.2）3T /3×1 各食直前、4日分処方。
・三浦　綾子様～明日退院で薬は現在の処方と同じ内容で処方している事を主治医から説明されています。初外来の日程も説明すると、時間や現在の臨時薬も処方となったのか等、気になった事は繰り返し聞いて確認することが出来ています。
・畑中　成夫様～特定女性スタッフを意識した言動も神の声が聞こえ、神の命令で行動しているという、幻聴による行動化であると自分の行為を正当化する発言あり。主治医にはスタッフから厳しく指導されて転院させられないようにしますと、被害的に訴える場面もみられています。
・高橋　義明様～食事の形態で歯の痛みへの影響など尋ねても意識していない様子で「わかりません」と話す。独語についても主治医の質問には「はい」と返答しつつ「喋ってなんかいませんよ」と話している。主治医から、夜間は部屋の電気は付けないようにという指導があると穏やかに「はい」と返答している。歯痛に対して鎮痛剤1日回数減量処方。
カロナール（200）2Ｔ2×1/朝、夕食後　7日分処方。

・吉田　守幸様～主治医の質問にははい、いいえではなく作業療法はという質問には「体操しています」「かんじ、れんしゅう、してた」と言語化して話されています。スタッフからはトイレは全介助である事を報告していますが、自身からはトイレへの移動も出来ていると話されていました。
・太田　富夫様～主治医から睡眠について質問があると8時間半眠れてちょうどいいと話される。服薬時間も21時の今のままがちょうど良いと話されています。しかし、気になる臭いを訴え「幻嗅」で、消化液の臭いがする、腸液が足を伝って流れてくるという体感妄想的な言動も聞かれています。臨時薬同内容7日分処方。
・高橋　伸治様～不調の訴えなし。
・池田　康憲様～下肢の痛みは持続しているが、食欲があり主食を大盛りにしたい希望言動あり。カロリー制限の必要な状態の為、自制する様主治医から説明を受けています。臨時薬同内容７日分処方。
・久保　興介様～主治医より心電図の異常はなかった事を説明。ご自身から主治医にメモで質問をしている。いろいろ考えている事はあるが、日課には支障なく、主治医には相談することが出来ています。
・小豆畑　裕介様～主治医に気になる事を聴かれると人為的な痛み、警察を名乗る人が気味の力を借りたいと聞こえてくる。病院内にいても合気道の先生という人、それ以外の人が襲ってくるなど訴え、それらの理由で独語していると話す。自分的にはコーヒーが良くないと思い減量しているという。
ブロナンセリン(4)→(8)増量、ｸｴﾁｱﾋﾟﾝ(200）→(100)減量で処方となっています。
・板橋　利美様～診察では、作業療法に調子よく取り組んでいると話されています。浮腫も軽減し、夜間はまあまあ良眠出来るようにはなっているが、両下肢や腰痛が激しく、両下肢の付け根まで痛むと訴え有り。主治医から12/5(月）市民病院腎臓内科を受診するための診療情報提供書あり。
＜深澤Dr.診察状況＞ 

・下妻　庸貴様～診察時、主治医とは穏やかな表情で話されている。苛々感の訴えなし。
・五日市　規様～主治医の質問にGH「まちなか」を見学した感想を「部屋がたくさんあって病院みたいでした」と話している。ご自宅が完成するまでの中間地点である説明に安心した様子で表情穏やかになっている。 

＜田名部Dr.ケース検討＞
・三浦　みよ子様～退院に向けた支援としておやつの自己管理は継続としたまま、ご本人には間食のカロリー計算を指導していく予定です。糖尿病の基礎知識や栄養指導、低血糖の症状や対応など受け持ちスタッフで実施予定としています。血糖降下薬も増薬している為、低血糖症状などに配慮して観察をお願い致します。売店での買物時は、ゼロカロリーの物を購入する様指導していきますので宜しくお願い致します。
また、歩行運動や日中の離床を促す声掛けも継続していきます。
・民部田　和哉様～身体的な症状を訴え、血便、残尿など他科受診を要求する言動が増えていますが、スタッフ付添では料金が発生し、父様の付き添いが不可能な際は実施困難と説明をしています。また、感染状況もあり、緊急性を要するまで当院での対応と説明しています。
・高橋　義明様～トイレ内に新聞やチラシ、雑誌を広げた状態で入眠している事あり。衛生上注意して観察、指導していきましょう。
・吉田　守幸様、高橋　伸治様～日中の離床時間を長くする声掛けをしていきましょう。
